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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
は
、
む第第第第第序
五四三ニー
す節節節節節 目
序
論
争
の
諸
段
階
お
よ
び
文
献
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
1
)
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
2
)
|
ー
《
以
上
、
本
号
》
通
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ー
|
《
以
下
、
次
号
》
異
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
び
次
二
五
一
九
五
二
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
文
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
に
お
い
て
は
じ
め
て
登
場
し
て
い
ら
い
、
現
代
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
な
か
で
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
法
則
の
理
解
と
定
式
化
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
有
力
な
一
定
の
通
説
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
通
説
が
、
依
然
と
し
て
ま
I
現
代
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
構
造
※
③
|
_
長
砂
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
日
実
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
だ
完
成
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
え
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
法
則
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
現
在
、
以
前
に
も
ま
し
て
多
く
の
有
力
な
経
済
学
者
に
よ
っ
て
異
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
か
な
り
Il 
以
前
か
ら
、
通
説
に
批
判
的
な
見
解
を
の
べ
る
機
会
を
も
っ
て
き
た
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
を
い
か
に
理
解
し
、
い
か
に
定
式
化
す
る
か
は
、
他
の
す
べ
て
の
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
法
則
の
理
解
と
定
式
化
に
か
か
わ
り
、
社
会
・
共
産
主
義
経
済
学
の
方
法
論
に
か
か
わ
る
、
現
代
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
も
っ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
論
の
課
題
は
、
こ
の
法
則
を
め
ぐ
る
論
争
の
諸
段
階
を
通
じ
て
提
起
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
重
要
論
点
を
整
理
し
て
そ
れ
ら
に
若
干
の
検
討
を
く
わ
え
た
の
ち
、
通
説
的
見
解
お
よ
び
代
表
的
な
異
説
的
諸
見
解
を
く
わ
し
く
批
判
的
に
検
討
し
、
最
後
に
、
私
見
と
若
干
の
総
括
的
展
望
を
の
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
論
「
米
ソ
国
民
所
得
成
長
構
造
の
比
較
」
、
『
富
大
経
済
論
集
』
第
六
巻
第
一
号
（
一
九
一
一
一
五
年
七
月
）
、
「
社
会
主
義
的
産
業
構
造
高
度
化
政
策
の
本
質
に
つ
い
て
」
、
同
上
、
第
六
巻
第
三
•
四
合
併
号
（
一
九
六
一
年
一1一
月
）
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
論
争
に
よ
せ
て
」
、
『
経
済
研
究
』
第
―
二
巻
第
二
号
（
一
九
六
一
年
四
月
）
。
本
論
は
、
「
現
代
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
構
造
山
ー
|
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
研
究
皿
ー
ー
」
、
四
号
（
一
九
六
一
―
-
・
-
0、
一
九
六
四
・
一
）
の
直
接
の
継
続
で
あ
る
。
論
争
の
諸
段
階
お
よ
び
文
献
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
理
解
と
定
式
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
第
一
の
段
階
は
、
一
九
五
二
年
の
ス
ク
ー
リ
ン
論
文
に
は
じ
ま
り
、
九
五
五
年
）
の
出
版
を
ふ
く
み
、
『
経
済
学
教
科
書
』
第
一
版
（
一
九
五
四
年
）
、
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ー
リ
ン
批
判
に
い
た
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
段
階
を
も
っ
て
い
る
。
『
富
大
経
済
論
集
』
第
九
巻
第
三
号
、
第
第
二
版
（
一
ス
ク
ー
リ
ン
に
よ
っ
二
六
211 
見
解
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
X 
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
、
ア
・
ノ
ー
ト
キ
ン
、
こ
れ
ら
の
論
争
の
段
階
を
く
わ
し
く
順
序
を
お
っ
て
跡
づ
け
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
は
な
い
。
論
争
の
主
要
内
容
は
、
次
節
以
下
で
論
点
別
に
整
理
し
て
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
論
争
の
諸
段
階
で
現
わ
れ
、
次
節
以
下
の
考
察
で
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
利
用
・
引
用
さ
れ
る
文
献
の
一
覧
表
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
次
節
以
下
で
の
文
献
注
は
、
こ
の
一
覧
表
の
番
号
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
な
内
容
で
あ
る
（
文
献
[
1
5
]
l
)
。
ャ
・
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
、
こ
の
時
期
に
は
、
X 
X 
お
よ
び
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
フ
な
ど
に
よ
っ
て
、
注
目
す
べ
き
ニ
ヌ
・
シ
リ
ャ
ー
エ
フ
、
ア
・
パ
シ
コ
フ
、
二
七
エ
リ
・
第
二
の
段
階
は
、
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
大
勢
と
し
て
は
、
さ
れ
た
こ
と
、
ス
ク
ー
リ
ン
の
諸
命
題
の
な
か
に
あ
る
個
々
の
不
十
分
、
不
正
確
な
表
現
が
是
正
し
か
し
、
部
分
的
に
は
、
バ
シ
コ
フ
な
ど
に
よ
っ
て
ス
ク
ー
リ
ソ
命
題
に
た
い
す
る
か
な
り
根
本
的
な
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
基
本
的
矛
盾
と
の
関
連
で
甚
本
的
経
済
法
則
の
内
容
の
理
解
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
（
文
献
[
6
]
l
[
1
4
]
）。
第
三
段
階
ほ
、
「
経
済
科
学
」
誌
（
一
九
五
八
年
第
三
号
）
の
シ
リ
ャ
ー
ニ
フ
論
文
に
は
じ
ま
っ
て
現
在
に
い
た
る
時
期
で
あ
る
。
一
方
で
通
説
的
見
解
が
積
極
的
に
擁
護
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
ス
ク
ー
リ
ン
の
諸
命
題
お
よ
び
そ
れ
ら
を
根
本
的
に
継
承
し
て
い
る
通
説
に
た
い
し
て
全
面
的
な
批
判
が
く
わ
え
ら
れ
、
有
力
な
異
説
が
い
く
つ
か
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
主
要
エ
リ
・
リ
ュ
ボ
ー
シ
ッ
、
一
九
五
六
年
の
ス
ク
ー
リ
ン
批
判
に
は
じ
ま
り
、
『
経
済
学
教
科
書
』
第
三
版
（
一
九
五
八
年
）
の
出
版
に
い
た
、
、
、
、
て
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
範
疇
の
存
在
が
提
起
さ
れ
、
そ
の
本
質
的
特
徴
が
指
摘
さ
れ
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
定
式
化
が
は
じ
め
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
ス
ク
ー
リ
ン
命
題
が
『
経
済
学
教
科
書
』
な
ど
で
そ
の
ま
ま
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
（
文
献
[
1
]
i
[
5
]
）。
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215 
、
、
、
、
、
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
理
解
と
定
式
化
を
め
ぐ
る
論
争
点
は
、
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
、
、
、
、
、
な
概
念
と
し
て
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、
社
会
主
義
の
い
か
な
る
特
有
経
済
法
則
を
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
い
か
に
定
式
化
す
る
か
と
い
う
問
題
と
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
節
お
よ
び
次
節
で
は
、
前
者
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
よ
う
。
、
、
、
、
、
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
概
念
は
、
直
接
的
に
は
、
「
ス
ク
ー
リ
ン
論
文
」
に
発
す
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
そ
の
論
文
の
な
か
で
、
こ
の
点
に
か
ん
し
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
命
題
を
提
起
し
た
。
そ
の
第
一
の
命
題
は
、
ど
の
「
社
会
構
成
体
」
に
も
「
た
そ
れ
が
だ
ひ
と
つ
の
基
本
的
経
済
法
則
」
「
基
本
的
法
則
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
に
矛
盾
す
る
」
、
、、
に
、
単
数
命
題
と
よ
ぽ
う
。
第
二
の
命
題
は
、
側
面
、
四
七
ペ
ー
ジ
）
、
ま、,＂` を
規
定
し
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
は
あ
る
個
々
の
諸
過
程
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
発
展
の
す
べ
て
の
主
要
な
側
面
と
す
べ
て
の
主
要
な
過
程
と
（
所
与
の
I
引
用
者
）
生
産
の
本
質
、
そ
の
本
性
を
規
定
す
る
よ
う
な
、
法
則
で
あ
る
」
(
[
1
]
C
T
p
.
2
0
,
邦
訳
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
か
り
に
、
全
面
•
本
質
規
定
命
題
と
よ
ぽ
う
。
第
三
の
命
題
は
、
基
本
的
経
済
法
則
、
、
「
社
会
が
社
会
的
生
産
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
目
的
を
た
て
て
い
る
か
」
、
「
社
会
は
社
会
的
生
産
を
ど
の
よ
う
な
任
務
に
従
属
、
、
さ
せ
て
い
る
か
」
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
「
生
産
の
目
的
」
と
「
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
」
の
関
連
、
こ
、
カ
り
ー
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
[
1
]
C
T
p
.
4
0
,
 
4
1
,
邦
訳
、
九
0
、
九
ニ
ペ
ー
ジ
、
傍
点
ー
原
文
）
。
こ
れ
を
、
、
、
、
、
目
的
・
手
段
命
題
と
よ
ぽ
ぅ
。
こ
の
三
つ
の
命
題
に
依
拠
し
て
、
ス
ク
ー
リ
ン
自
身
は
、
社
会
主
義
、
資
本
主
義
お
よ
び
「
現
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
2 ヽ
「
．． 
基
本
的
経
済
法
則
と
は
、
（
所
与
の
ー
引
用
者
）
生
産
の
発
展
の
、
あ
る
個
々
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
「
い
く
つ
か
の
基
本
的
経
済
法
則
を
も
つ
こ
と
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
[
1
]
C
T
p
.
3
9
,
邦
訳
、
八
七
ペ
ー
ジ
）
。
こ
れ
を
、
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
1
)
を
い
う
の
はり
、一力
、一
般
を
ど
の
よ
う
216 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
il 
代
資
本
主
義
」
の
基
本
的
経
済
法
則
を
定
式
化
し
た
し
、
12 
則
を
も
定
式
化
し
た
の
で
あ
る
。
論
争
は
、
『
経
済
学
教
科
書
』
は
、
前
資
本
主
義
的
諸
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
ス
ク
ー
リ
ン
の
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
命
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、
最
初
の
二
つ
の
命
題
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
討
し
よ
う
。
、、
第
一
の
単
数
命
題
に
反
対
す
る
少
数
の
論
者
が
存
在
す
る
。
ニ
ヌ
・
ヘ
ッ
シ
ン
、
、
、
、
、
、
、
エ
リ
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
単
数
の
基
本
的
経
済
法
則
の
客
観
的
存
在
を
疑
い
、
そ
の
よ
う
な
問
題
提
起
自
体
13 
が
積
極
的
意
義
を
も
た
な
い
と
考
え
た
。
そ
の
論
拠
は
つ
ぎ
の
二
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
創
始
者
、
、
、
た
ち
は
、
基
本
的
経
済
法
則
な
る
法
則
を
特
別
に
と
り
だ
さ
ず
、
む
し
ろ
、
別
の
意
味
で
複
数
の
「
基
本
法
則
」
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
「
基
本
的
経
済
法
則
」
は
ス
ク
ー
リ
ン
の
誤
れ
る
創
作
物
で
あ
る
。
口
、
所
与
の
生
産
様
式
の
本
質
は
な
に
か
ひ
と
つ
の
一
基
本
的
」
経
済
法
則
に
表
現
さ
れ
つ
く
す
こ
と
は
な
く
、
経
済
諸
法
則
の
総
体
の
み
が
よ
く
そ
れ
を
な
し
う
る
の
で
あ
り
、
基
本
的
経
済
法
則
の
不
当
な
「
絶
対
化
」
は
他
の
経
済
諸
法
則
の
役
割
の
不
当
な
軽
視
を
ひ
き
お
こ
し
、
経
済
理
論
の
前
進
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
き
14
、、
彼
ら
が
自
己
の
見
解
を
固
執
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
単
数
命
題
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
一
定
の
有
益
な
討
論
を
ひ
き
お
こ
し
、
大
多
数
の
論
者
が
こ
れ
に
反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
論
拠
に
た
い
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
創
始
者
た
ち
は
「
基
本
法
則
」
な
る
用
語
を
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
基
本
的
経
済
法
則
」
と
は
別
の
意
味
で
用
い
た
と
は
い
え
、
ス
タ
ー
リ
ン
で
は
な
く
実
は
彼
ら
こ
そ
が
「
基
本
的
経
済
法
則
論
を
基
礎
づ
け
た
人
」
び
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
は
、
剰
余
価
値
法
則
を
特
別
に
重
視
し
、
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
を
「
近
代
社
会
の
経
済
的
運
動
法
則
」
と
よ
ん
だ
ー
ー
、
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
反
論
は
正
し
い
。
こ
こ
で
の
問
題
の
本
質
は
、
用
語
法
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
剰
余
価
値
法
則
の
こ
と
だ
け
を
念
頭
に
お
い
て
も
、
わ
め
て
少
な
い
。
ヽ
エ
ヌ
・
シ
リ
ャ
ー
ニ
フ
イ
・
ガ
ル
ブ
ニ
チ
ー
、
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畜
ヽ
ヽ
ヽ
社
会
構
成
体
の
ひ
と
つ
の
基
本
的
経
済
法
則
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
重
要
な
問
題
は
、
む
し
ろ
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の
よ
う
な
「
基
本
的
経
済
法
則
」
を
科
学
的
に
い
か
に
厳
密
に
概
念
規
定
す
る
か
、
に
あ
る
。
第
二
の
論
拠
の
前
半
の
思
想
に
は
多
く
の
論
者
が
贅
成
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
ス
ク
ー
リ
ソ
の
全
面
•
本
質
規
定
命
題
を
検
討
す
る
さ
い
に
扱
か
わ
れ
る
。
だ
が
、
「
す
べ
て
の
法
則
の
み
が
全
体
と
し
て
社
会
的
生
産
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
暴
露
す
る
と
い
う
あ
る
論
者
が
正
し
く
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
主
張
は
、
基
本
的
法
則
と
そ
の
規
定
的
役
割
に
つ
い
て
の
命
題
に
対
立
さ
せ
ら
れ
え
な
い
」
ヽ
本
的
経
済
法
則
の
役
割
の
不
当
な
過
大
評
価
に
よ
る
経
済
理
論
の
単
純
化
の
幣
害
が
実
在
す
る
と
は
い
え
、
多
く
の
論
者
が
正
し
く
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
経
済
法
則
問
題
を
科
学
的
に
扱
か
う
な
ら
ば
、
異
な
っ
た
社
会
構
成
体
の
異
な
っ
た
本
質
が
も
っ
と
も
深
い
と
こ
ろ
で
明
確
に
理
解
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
法
則
体
系
を
理
論
的
に
構
築
す
る
さ
い
に
重
要
な
肯
定
的
岡
役
割
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
第
二
の
全
面
•
本
質
規
定
命
題
に
た
い
し
て
、
一
貫
し
て
す
ぐ
れ
た
反
論
を
展
開
し
た
の
は
、
ア
・
パ
シ
コ
フ
で
あ
る
。
彼
の
主
張
の
代
表
的
な
も
の
を
引
用
し
よ
う
。
「
基
本
法
則
は
、
け
っ
し
て
、
あ
れ
こ
れ
の
構
成
体
の
諸
標
識
の
単
な
る
合
計
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
法
則
は
、
生
産
関
係
の
―
つ
の
側
面
、
そ
の
本
質
の
一
つ
の
契
機
だ
け
を
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
の
完
全
な
総
体
は
、
そ
の
構
成
体
の
経
済
諸
法
則
の
総
体
の
な
か
に
、
体
系
の
な
か
に
表
現
さ
れ
る
。
基
本
的
経
済
法
則
も
ま
た
、
生
産
関
係
の
一
、
、
、
、
、
、
、
、
つ
の
契
機
、
そ
の
本
質
の
―
つ
の
側
面
だ
け
を
表
現
す
る
。
だ
が
、
構
成
体
の
生
産
諸
関
係
の
本
質
の
、
も
っ
と
も
重
要
な
側
面
、
基
、
、
、
本
的
な
契
機
、
基
本
的
な
標
識
を
表
現
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
基
本
法
則
は
、
そ
の
構
成
体
に
お
け
る
生
産
の
特
有
な
目
的
を
特
徴
づ
m
 
け
も
す
る
の
で
あ
る
（
傍
点
—
原
文
）
」
。レ
ー
ニ
ン
の
法
則
概
念
に
直
接
に
依
拠
し
た
こ
の
主
張
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
要
点
を
含
ん
で
い
る
。
日
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
本
質
は
、
経
済
諸
法
則
の
体
系
に
よ
っ
て
の
み
完
全
に
表
現
さ
れ
る
。
口
、
基
本
的
経
済
法
則
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
生
産
諸
関
係
の
本
質
を
構
成
す
る
諸
側
面
あ
る
い
は
諸
本
質
の
う
ち
、
も
っ
と
も
主
要
で
基
本
的
な
側
面
あ
る
い
は
本
質
を
表
現
す
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
日
（
長
砂
）
(
[
1
8
]
C
T
p
.
 
126)
の
で
あ
る
。
ま
た
、
基
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的
な
特
徴
を
表
現
す
る
」
と
同
時
に
、
「
基
本
的
経
済
法
則
は
、
…
•
•
•
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
根
本
「
生
産
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
と
を
表
現
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
目
的
と
達
成
手
段
と
を
あ
き
ら
か
に
し
さ
え
す
れ
ば
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
把
握
で
き
ま
ず
大
き
く
区
分
さ
れ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
目
的
・
手
段
説
に
依
拠
す
る
第
一
の
見
解
は
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
側
面
•
本
質
を
、
生
産
の
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
、
、
、
、
と
の
連
関
そ
れ
自
体
の
な
か
に
み
い
だ
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
国
、
そ
の
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
基
本
的
経
済
法
則
は
「
生
産
の
目
的
」
を
特
徴
づ
け
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
点
の
う
ち
、
最
後
の
点
を
の
ぞ
く
二
点
は
、
代
表
的
な
通
説
論
者
で
あ
る
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
フ
を
含
め
て
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
同
様
な
見
解
が
多
く
の
べ
ら
れ
て
い
ふ
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
見
解
に
賛
成
で
あ
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
三
点
を
保
留
し
た
ま
ま
で
、
さ
ら
に
、
第
一
の
問
題
は
、
こ
の
反
対
命
題
に
よ
っ
て
も
、
ス
ク
ー
リ
ン
の
全
面
•
本
質
規
定
命
題
は
完
全
に
そ
の
意
義
を
失
な
い
は
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
基
本
的
経
済
法
則
は
ま
さ
に
も
っ
と
も
主
要
で
甚
本
的
な
側
面
•
本
質
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
産
の
す
べ
て
の
主
要
な
側
面
・
過
程
を
規
定
す
る
、
と
の
べ
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
二
つ
の
命
題
は
相
互
補
充
の
関
係
に
あ
る
。
イ
・
ク
ジ
ミ
ノ
フ
が
、
基
本
的
経
済
法
則
が
ま
さ
に
「
基
本
的
生
産
関
係
」
を
表
現
す
る
こ
と
に
、
、
、
よ
っ
て
、
「
あ
る
意
味
で
所
与
の
生
産
様
式
の
発
展
の
す
べ
て
の
主
要
な
側
面
を
規
定
す
る
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
[
2
8
]
C
T
p
.
 8
2
~
8
3
)
と
の
べ
て
い
る
時
に
は
、
彼
は
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
問
題
は
、
基
本
的
経
済
法
則
が
表
現
す
る
と
い
わ
れ
る
、
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
で
基
本
的
な
側
面
。
本
質
は
、
般
に
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
で
、
諸
論
者
の
見
解
は
種
々
に
分
れ
る
。
そ
れ
は
、
ー
リ
ン
の
目
的
・
手
段
命
題
（
こ
れ
は
次
節
で
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
る
）
に
基
本
的
に
依
拠
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
諸
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
[
3
0
]
C
T
p
.
 4
7
お
よ
び
四
ス
ク
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
日
（
長
砂
）
第
二
の
見
解
は
、
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
、
、
、
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
単
純
な
目
的
・
手
段
説
は
致
命
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
の
ち
に
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
生
産
手
段
の
所
有
形
態
と
生
産
諸
関
係
の
総
体
と
の
あ
い
だ
の
因
果
的
連
関
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
を
表
現
す
る
「
生
産
の
目
的
が
労
働
用
具
と
消
費
物
資
の
現
存
分
配
形
態
の
表
現
で
あ
り
、
目
的
達
成
の
手
段
は
財
貨
の
生
産
過
程
で
人
び
と
が
は
い
り
こ
む
諸
関
係
の
特
有
な
形
態
の
表
現
で
あ
る
」
か
ら
こ
そ
、
e
 
hu 
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
と
生
産
関
係
と
の
連
関
が
そ
れ
自
体
い
か
に
重
要
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、
あ
ま
り
に
一
般
的
・
包
括
的
な
連
関
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
所
有
関
係
に
生
産
H
的
が
、
生
産
諸
関
係
に
達
成
手
段
が
な
ぜ
照
応
す
る
の
か
、
も
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
重
要
な
一
般
的
連
関
の
存
在
を
前
提
と
し
た
生
産
諸
ヽ関
係
そ
の
も
の
の
な
か
に
こ
そ
、
そ
の
主
要
な
本
質
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
見
解
は
、
「
基
本
的
経
済
法
則
の
内
容
を
な
す
目
的
と
そ
の
実
現
手
段
の
契
機
は
、
、
、
｝
、
、
、
、
、
、
適
用
し
て
、
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
生
産
関
係
と
の
連
関
は
た
し
か
に
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
見
解
の
な
か
に
は
、
第
二
の
見
解
と
お
な
じ
欠
陥
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
原
文
）
」
関
係
の
核
心
を
表
現
す
る
」
、
だ
が
、
五
ま
さ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
構
成
体
に
01 
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
、
と
す
る
。
生
産
力
と
第
四
の
見
解
は
、
明
白
に
目
的
・
手
段
説
の
立
場
に
た
ち
な
が
ら
も
、
「
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
が
所
与
の
構
成
体
の
主
要
な
、
、
、
、
、
、
、
発
展
路
線
を
規
定
す
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
、
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
を
表
現
す
る
か
ら
で
あ
る
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
エ
リ
・
リ
ュ
ボ
ー
シ
ツ
の
こ
の
見
解
は
「
基
本
的
生
産
関
係
」
の
問
題
を
は
じ
め
て
本
格
的
に
提
起
し
、
そ
れ
を
一
般
に
、
、
、
、
、
、
、
ど
こ
に
発
見
す
べ
き
か
に
つ
い
て
重
要
な
三
つ
の
方
法
論
的
指
示
を
あ
た
え
て
お
り
、
と
く
に
、
そ
れ
を
「
置
接
的
生
産
過
程
（
傍
点
に
お
い
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
論
じ
る
さ
い
に
は
、
こ
の
正
し
い
「
基
本
的
生
産
関
係
」
視
点
と
目
的
・
手
段
説
と
が
木
に
竹
を
つ
い
だ
よ
う
な
も
の
に
「
生
産
の
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
と
は
生
産
諸
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よ
う
と
し
た
の
は
、
け
っ
し
て
．
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
一
定
の
生
産
は
、
「
甚
本
的
生
産
関
係
」
視
点
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
目
的
・
手
段
説
に
批
判
的
あ
る
い
は
否
定
的
立
場
に
た
つ
論
者
に
よ
っ
て
の
み
、
十
分
に
開
花
さ
せ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
つ
ぎ
の
主
張
は
無
条
件
に
正
し
ぃ
ー
「
社
会
主
義
の
経
済
理
論
の
不
十
分
な
発
展
は
、
す
く
な
か
ら
ず
つ
ぎ
の
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
生
産
関
係
に
つ
い
て
の
マ
ル
．
ク
ス
の
命
題
が
、
新
し
い
生
産
様
式
に
適
用
さ
せ
て
考
察
さ
れ
ず
、
長
い
間
、
認
め
ら
れ
さ
え
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
(
[
4
6
]
C
T
p
.
5
)
。
主
要
な
本
質
を
表
現
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
だ
の
相
互
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
消
費
は
経
済
発
展
の
目
的
と
起
動
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
生
産
は
目
的
実
現
の
手
段
、、
第
五
の
見
解
は
、
生
産
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
は
、
生
産
と
消
費
の
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
「
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
の
な
か
に
は
、
生
産
と
消
喪
の
あ
い
お
よ
び
新
し
い
欲
望
発
生
の
た
め
の
出
発
点
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
(
[
4
2
]
C
T
p
.
10
)
」。
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
見
解
は
、
目
的
・
手
段
説
の
な
か
で
代
表
的
な
も
の
、
も
っ
と
も
有
力
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
で
や
や
く
わ
し
く
、
そ
の
論
拠
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
見
解
が
唯
一
の
論
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
経
済
学
批
判
序
説
」
の
一
節
、
「
分
配
、
交
換
、
消
費
に
た
い
す
る
生
産
の
一
般
的
関
係
」
の
な
か
で
論
じ
て
い
る
生
産
と
消
費
の
連
関
に
つ
い
て
の
命
題
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
「
消
費
は
生
産
を
二
重
に
生
産
す
る
」
こ
と
、
「
生
産
は
、
消
費
の
対
象
、
消
費
の
様
式
、
消
費
の
衝
動
を
生
産
す
る
」
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
「
生
産
は
消
費
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
消
費
は
生
産
の
た
め
の
目
的
で
あ
る
」
と
も
の
べ
ら
れ
て
い
5
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
に
、
生
産
と
消
費
の
連
関
こ
そ
が
生
産
諸
関
係
一
般
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
を
マ
ル
ク
ス
が
抱
い
て
い
た
、
と
こ
こ
か
ら
論
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
も
っ
ば
ら
問
題
に
し
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
フ
に
よ
っ
て
展
一
定
の
消
費
、
分
配
、
交
換
を
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
＇ ，ヽ
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七
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
諸
契
機
相
互
間
の
一
定
の
諸
関
係
を
規
定
す
る
。
も
ち
ろ
ん
生
産
も
ま
た
、
そ
の
一
面
的
形
態
で
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
他
の
諸
ヽ
契
機
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
一
言
で
い
え
ば
生
産
の
規
定
的
役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
基
本
的
経
済
法
則
に
か
ん
す
る
示
唆
を
こ
こ
か
ら
吸
み
と
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
生
産
の
な
か
に
こ
そ
、
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
、
し
た
が
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
を
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
た
ま
た
ま
、
生
産
を
消
費
の
た
め
の
手
段
、
消
費
を
生
産
の
た
め
の
目
的
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
産
と
消
費
の
連
関
に
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
も
と
め
る
の
は
、
基
本
的
経
済
法
則
は
生
産
の
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
を
し
め
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
が
論
者
の
側
に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
生
産
が
消
費
の
手
段
で
あ
り
消
費
が
生
産
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
連
関
と
は
け
っ
し
て
み
な
し
え
な
い
生
産
と
消
費
の
連
関
を
、
ご
く
一
般
的
に
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
、、
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
第
二
の
批
判
点
に
す
す
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
剰
余
価
値
生
産
を
、
生
産
と
消
費
の
右
の
二
般
的
関
係
」
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
剰
余
価
値
法
則
か
ら
資
本
主
義
に
特
有
な
性
格
を
捨
象
し
て
、
基
本
的
経
済
法
則
の
一
般
的
基
礎
を
も
と
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
生
産
と
消
費
の
一
般
的
関
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
係
で
は
な
く
て
、
剰
余
生
産
物
一
般
の
生
産
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
単
に
、
生
産
と
消
費
の
連
関
は
、
ま
さ
‘
 
に
あ
ら
ゆ
る
構
成
体
に
共
通
す
る
「
一
般
的
関
係
」
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
説
明
す
る
も
の
と
は
な
り
え
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
批
判
す
る
積
り
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
た
い
し
て
は
、
問
題
な
の
は
「
所
与
の
構
成
体
の
条
件
の
も
と
で
の
生
産
と
消
費
の
相
互
連
関
の
特
有
な
現
象
性
格
」
な
の
だ
、
と
い
う
反
論
は
成
立
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
の
問
題
は
、
剰
余
価
値
法
則
が
、
こ
の
連
関
の
ほ
か
な
ら
ぬ
資
本
主
義
に
「
特
有
な
現
象
性
格
」
を
し
め
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
、
と
は
け
っ
し
て
い
え
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
た
し
か
に
、
資
本
主
義
に
は
、
そ
れ
に
固
有
な
生
産
と
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で
、
い
く
つ
か
の
見
解
が
存
在
す
る
。
ま、ぅ 消
費
の
矛
盾
が
存
在
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
基
本
的
経
済
法
則
1
1
剰
余
価
値
法
則
の
作
用
の
不
可
避
的
な
結
果
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
法
則
そ
れ
自
体
の
直
接
的
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
剰
余
価
値
法
則
の
核
心
的
意
義
は
、
剰
余
価
値
の
生
産
の
な
か
に
こ
そ
、
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
と
消
費
の
連
関
の
資
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
が
ひ
そ
ん
で
い
る
、
本
主
義
に
「
特
有
な
現
象
性
格
」
を
そ
れ
が
し
め
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
で
、
消
費
が
一
般
に
生
産
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
「
資
本
主
義
的
生
産
過
程
の
推
進
的
動
機
お
よ
び
規
定
的
目
的
は
、
、
、
、
、
、
、
、
で
き
る
だ
け
大
き
い
資
本
の
自
己
増
殖
、
す
な
わ
ち
で
き
る
だ
け
大
き
い
剰
余
価
値
生
産
、
つ
ま
り
資
本
家
に
よ
る
労
働
力
の
で
き
る
だ
け
大
き
い
搾
取
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
、
お
な
じ
「
目
的
」
と
い
う
用
語
以
外
に
は
因
果
的
連
関
は
存
在
し
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
生
産
一
般
の
「
究
極
的
目
的
」
は
消
費
で
あ
る
が
資
本
主
義
生
産
の
「
直
接
的
目
的
」
は
剰
余
価
値
生
産
で
あ
る
、
と
し
て
、
両
者
の
因
果
的
連
関
を
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
し
た
が
っ
て
、
説
得
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
は
、
む
し
ろ
、
「
諸
々
の
経
済
的
社
会
構
造
をI
た
と
え
ば
奴
隷
制
の
社
会
を
賃
労
働
の
社
会
か
ら
|
—
区
別
す
る
も
の
は
、
こ
の
剰
余
労
働
が
直
接
的
生
産
者
・
労
働
者
・
か
ら
絞
り
取
ら
れ
る
形
態
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
を
想
起
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
こ
の
剰
余
生
産
物
の
生
産
が
剰
余
価
値
の
生
産
と
い
う
特
有
な
社
会
的
「
形
態
」
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
の
な
か
に
こ
そ
、
そ
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
重
要
な
本
質
が
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、
剰
余
価
値
生
産
が
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
制
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
見
解
は
誤
っ
て
い
る
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
目
的
・
手
段
説
に
批
判
的
な
立
場
に
た
つ
論
者
が
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
重
要
な
本
質
を
ど
こ
に
も
と
め
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
一
致
し
て
「
基
本
的
生
産
関
係
」
の
な
か
に
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
基
本
的
生
産
関
係
」
で
方
法
論
的
に
な
に
を
理
解
す
る
か
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
八
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第
一
の
見
解
は
ア
・
パ
シ
コ
フ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
自
身
は
、
基
本
的
生
産
関
係
の
概
念
を
明
確
に
規
定
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
、
、
、
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
の
彼
の
具
体
的
見
解
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
一
‘
 
般
的
な
特
徴
・
性
格
を
甚
本
的
生
産
関
係
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
見
解
は
、
経
済
法
則
一
般
と
基
本
的
経
済
法
則
と
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
厳
格
な
規
定
に
も
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
第
二
の
見
解
は
、
ヤ
・
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
基
本
的
生
産
関
係
と
は
生
産
手
段
の
所
有
関
係
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
「
生
産
手
段
の
所
有
関
係
は
、
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
で
主
導
的
、
規
定
的
な
生
産
関
係
、
す
な
わ
ち
…
…
基
本
的
生
産
on 
関
係
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
。
基
本
的
経
済
法
則
が
こ
の
基
本
的
生
産
関
係
1
1
生
産
手
段
の
所
有
関
係
を
い
か
に
表
現
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、
彼
の
立
場
は
二
重
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
社
会
主
義
の
経
済
的
運
動
法
則
（
あ
る
い
は
基
本
的
法
則
）
の
範
疇
は
つ
ぎ
の
も
の
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑱
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
の
内
容
、
そ
の
本
質
、
⑮
、
こ
の
基
本
的
生
産
関
係
と
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
他
の
経
済
的
諸
関
係
と
諸
現
象
…
…
と
の
連
関
の
客
観
的
形
態
、
＠
、
基
本
的
生
産
関
係
そ
の
も
の
「
生
産
諸
関
係
の
体
系
」
の
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
他
の
諸
関
係
の
性
格
の
、
基
本
的
な
発
展
方
向
、
⑪
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
に
特
有
四
な
、
ま
た
他
の
経
済
的
諸
関
係
と
そ
れ
と
の
連
関
に
特
有
な
、
発
展
の
源
泉
、
内
的
衝
動
、
…
・
：
内
的
諸
矛
盾
」
あ
き
ら
か
に
、
基
本
、
、
、
、
的
経
済
法
則
は
基
本
的
生
産
関
係
1
1
生
産
手
段
の
所
有
形
態
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
他
の
経
済
的
諸
関
係
と
の
連
関
を
表
現
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
難
解
な
」
見
解
は
、
わ
れ
わ
れ
流
に
言
い
直
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
‘
|
ー
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
で
生
産
手
段
の
所
有
関
係
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
基
本
的
生
産
関
係
で
あ
る
か
を
表
現
す
る
法
則
で
あ
る
、
と
。
そ
の
場
合
、
た
だ
ち
に
つ
ぎ
の
問
題
が
で
て
く
る
。
、
、
、
、
、
そ
れ
は
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
が
甚
本
的
生
産
関
係
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
は
た
し
て
正
し
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
生
産
諸
関
係
の
体
系
一
般
に
つ
い
て
の
彼
の
興
味
あ
る
見
解
を
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
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ほ
つ
ぎ
の
も
の
、
日
「
生
産
手
段
に
か
ん
す
る
生
産
当
事
者
た
ち
の
関
係
、
す
な
わ
ち
生
産
手
段
の
所
有
諸
関
係
」
、
口
「
直
接
的
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
者
た
ち
の
諸
関
係
（
社
会
的
分
業
と
活
動
交
換
に
お
け
る
諸
関
係
）
」
、
国
「
労
働
の
諸
結
果
の
領
有
に
か
ん
す
る
諸
関
係
、
す
な
わ
ち
分
配
諸
関
係
」
、
四
「
労
働
の
具
体
的
諸
結
果
（
生
産
物
）
の
な
か
に
生
産
者
た
ち
が
参
加
す
る
諸
関
係
、
す
な
わ
ち
交
換
諸
関
係
」
、
国
「
生
産
の
諸
結
果
の
具
体
的
実
現
、
そ
れ
ら
の
消
費
に
か
ん
す
る
諸
関
係
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
各
諸
関
係
は
す
べ
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
諸
関
係
に
よ
っ
て
重
層
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
、
「
所
有
諸
関
係
は
．．
 
；
•
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
け
る
諸
関
係
の
性
格
と
実
現
に
決
定
的
な
刻
印
を
押
す
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
は
、
、
、
、
ほ
か
な
ら
ぬ
基
本
的
生
産
関
係
と
し
て
、
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
生
産
諸
関
係
の
構
成
諸
要
素
に
つ
い
て
の
周
知
の
ス
ク
ー
リ
ン
の
見
解
を
基
本
的
に
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
批
判
的
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
、
、
、
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
を
、
た
だ
ち
に
生
産
関
係
、
し
か
も
基
本
的
生
産
関
係
と
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
「
生
産
諸
関
係
I
人
間
が
彼
等
の
社
会
的
生
活
過
程
に
お
い
て
、
彼
等
の
社
会
的
生
活
の
生
産
に
お
い
て
、
と
り
結
ぶ
ヽ
諸
関
係
」
を
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
直
接
的
生
産
過
程
の
な
か
に
も
と
め
、
い
わ
ば
直
接
的
生
産
諸
関
係
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
、
、
、
の
な
か
に
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
基
本
的
生
産
関
係
を
も
と
め
た
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
直
接
的
生
産
諸
関
、
、
、
、
、
、
係
あ
る
い
は
狭
義
の
生
産
諸
関
係
と
よ
ぶ
も
の
は
、
「
彼
等
〔
I
直
接
的
生
産
者
ー
引
用
者
〕
が
生
産
そ
の
も
の
に
お
い
て
労
働
諸
条
件
の
所
有
者
た
ち
に
対
応
し
且
つ
相
互
に
対
応
し
あ
ぅ
…
…
関
係
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
「
生
産
関
係
そ
の
も
の
の
内
部
で
、
直
接
的
生
産
者
に
対
立
す
る
、
生
産
関
係
の
一
定
当
事
者
た
ち
に
帰
属
す
る
特
殊
的
な
社
会
的
諸
機
能
…
…
の
基
礎
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
を
な
し
、
「
生
産
諸
条
件
そ
の
も
の
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
代
表
者
た
ち
に
た
い
し
、
独
自
的
な
社
会
的
資
格
を
与
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
え
」
、
「
生
産
の
全
性
格
お
よ
び
全
運
動
を
規
定
す
る
」
と
こ
ろ
の
、
生
産
手
段
の
「
分
配
諸
関
係
」
を
現
実
に
実
現
し
再
生
産
す
る
諸
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
直
接
的
な
・
狭
義
の
生
産
諸
関
係
は
、
生
産
物
の
「
分
配
諸
関
係
」
ー
—
「
本
質
的
に
は
こ
の
生
産
諸
関
四
〇
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（長砂）
四
と
し
た
こ
と
が
、
こ
こ
「
生
産
当
事
者
た
ち
の
•
…
•
•
生
産
諸
関
係
の
表
現
に
す
ぎ
」
ず
、
そ
の
「
一
面
の
み
を
表
現
す
る
」
ー
ー
か
ら
区
別
さ
れ
、
さ
ら
に
、
「
流
通
諸
関
係
」
や
「
生
産
当
事
者
た
ち
の
…
…
生
産
物
の
利
用
を
規
定
し
、
生
活
手
段
な
り
生
産
手
段
な
り
へ
の
こ
の
生
産
物
の
再
転
形
を
規
定
す
る
諸
関
係
」
か
ら
も
区
別
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
‘
 
に
も
指
摘
し
た
ー
「
分
配
は
生
産
物
の
分
配
で
あ
る
ま
え
に
…
…
一
、
生
産
用
具
の
分
配
で
あ
り
、
二
、
同
じ
関
係
の
よ
り
す
す
ん
、
、
、
、
、
、
、
、
だ
規
定
な
の
だ
が
、
種
々
の
種
類
の
生
産
へ
の
社
会
成
員
の
分
配
（
一
定
の
生
産
諸
関
係
の
も
と
へ
の
諸
個
人
の
包
摂
）
で
あ
る
。
生
、
、
、
、
、
、
産
物
の
分
配
は
、
あ
き
ら
か
に
、
生
産
過
程
自
体
の
内
部
に
ふ
く
ま
れ
て
い
て
生
産
の
仕
組
を
規
定
す
る
こ
う
い
う
分
配
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
生
産
手
段
の
所
有
諸
関
係
」
は
、
マ
ル
ク
ス
の
生
産
諸
関
係
の
狭
義
の
概
念
の
な
か
に
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
狭
義
の
・
直
接
的
な
生
産
諸
関
係
、
生
産
物
の
分
配
諸
関
係
、
流
通
諸
関
係
、
消
費
諸
関
係
な
ど
と
な
ら
ん
で
広
義
の
生
産
諸
関
係
の
概
念
を
構
成
す
る
生
産
手
段
の
「
分
配
諸
関
係
」
ー
こ
れ
が
一
般
に
生
産
手
段
の
「
所
有
諸
関
係
」
あ
る
い
は
「
所
有
の
諸
形
態
」
と
よ
ば
れ
る
ー
ー
は
、
産
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
「
全
社
会
的
構
造
の
…
…
い
ち
ば
ん
奥
の
秘
密
、
か
く
さ
れ
た
基
礎
」
を
そ
こ
に
、
、
、
み
い
だ
し
た
「
生
産
諸
条
件
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
ー
~
そ
れ
は
「
不
払
の
剰
余
労
働
が
直
接
的
生
産
者
か
ら
汲
み
だ
さ
れ
る
独
自
的
な
経
済
的
形
態
」
に
直
接
に
表
現
さ
れ
る
|
ー
に
お
い
て
の
み
、
現
実
に
実
現
さ
れ
再
生
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
直
接
的
生
産
過
程
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
直
接
的
関
係
」
こ
そ
が
、
ま
さ
に
「
基
本
的
生
産
関
係
」
の
名
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
「
所
有
関
係
」
と
「
生
産
関
係
」
を
明
確
に
区
別
し
て
、
前
者
は
後
者
の
「
法
律
的
表
現
に
す
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ぎ
な
い
」
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
「
経
済
学
は
、
こ
の
所
有
関
係
の
総
体
を
ば
、
そ
れ
の
法
律
的
表
現
で
あ
る
意
志
関
係
と
し
て
で
ヽ
ヽ
閲
な
し
、
そ
れ
の
現
実
の
姿
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
生
産
関
係
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
、
係
と
同
一
で
あ
り
、
生
産
諸
関
係
の
裏
面
で
あ
」
る
が
、
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そ、 物
あ
る
い
は
国
民
所
得
に
も
と
め
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、1 
nu 
的
諸
関
係
を
の
べ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
、
彼
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
こ
の
よ
う
な
経
済
的
形
態
を
、
純
生
産
「
プ
ル
ジ
-n
ア
的
所
有
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
の
す
べ
て
の
社
会
、
、
、
、
、
と
の
べ
た
。
生
産
手
段
の
「
所
有
諸
関
係
」
を
無
条
件
に
生
産
関
係
し
か
も
基
本
的
e
 
m"a 
生
産
関
係
と
み
な
す
見
解
の
な
か
に
大
き
な
方
法
論
的
難
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
で
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
の
見
解
は
、
ベ
・
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ロ
フ
と
ア
・
ノ
ー
ト
キ
ン
の
も
の
で
あ
る
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ロ
フ
は
、
基
本
的
経
済
法
則
が
表
現
す
る
「
基
本
的
生
産
関
係
は
ど
の
点
に
存
す
る
か
、
そ
れ
は
所
与
の
生
産
様
式
の
核
心
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
、
と
い
う
問
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
剰
余
生
産
物
が
ど
の
よ
う
題
」
を
提
起
し
て
、
そ
の
よ
う
な
基
本
的
生
産
関
係
し
た
が
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
の
中
心
的
内
容
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
生
産
さ
れ
、
誰
に
帰
属
す
る
か
で
あ
っ
て
、
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
い
う
関
係
に
も
と
め
て
い
る
(
[
2
2
]
C
T
p
.
1131114)
。
よ
り
方
法
論
的
に
厳
密
ヽ
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
ほ
、
ノ
ー
ト
キ
ン
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
ど
の
社
会
構
成
体
に
も
つ
ね
に
基
本
的
な
経
済
的
形
態
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
生
産
手
段
の
支
配
的
な
所
有
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
所
有
者
た
ち
の
利
益
に
な
閲
①
る
よ
う
に
そ
れ
が
経
済
的
に
実
現
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
。
そ
の
甚
本
的
経
済
形
態
と
は
、
「
剰
余
生
産
物
の
種
々
の
形
態
」
「
出
発
点
と
な
る
経
済
的
範
疇
そ
の
具
体
的
・
歴
史
的
形
態
に
お
け
る
ー
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
姿
で
所
有
諸
関
係
を
表
現
す
る
が
、
生
産
手
段
の
所
有
諸
関
係
の
発
展
諸
結
果
が
、
そ
の
所
有
者
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
を
通
じ
て
経
済
的
に
実
現
さ
れ
る
生
産
物
部
分
は
、
所
与
の
構
成
体
の
も
っ
と
も
深
い
経
済
的
特
質
を
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
g
@
 
基
本
的
経
済
法
則
の
理
解
へ
の
鍵
を
発
見
す
べ
き
で
あ
る
」
。
そ
し
て
こ
の
特
質
の
な
か
に
構
成
体
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
折
に
ふ
れ
て
の
べ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
も
っ
と
も
近
い
。
こ
の
見
解
の
き
わ
だ
っ
た
長
所
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
こ
の
見
解
が
、
基
本
的
生
産
関
係
の
存
在
を
わ
れ
わ
れ
の
い
う
直
接
的
生
産
諸
関
係
の
な
か
に
も
と
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
こ
の
見
解
が
、
基
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
「
基
本
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
磁
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
お
よ
四
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、
、
、
、
、
、
、
経
済
形
態
」
に
お
い
て
基
本
的
生
産
関
係
を
集
中
的
に
把
握
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
を
定
式
化
す
る
方
法
を
正
し
く
提
、、
起
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
一
子
は
、
こ
の
見
解
が
、
「
所
与
の
生
産
様
式
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
特
徴
と
矛
盾
を
反
映
し
な
け
れ
ば
go 
（
傍
点
ー
原
文
）
」
、
「
も
っ
と
も
一
般
的
な
」
「
出
発
点
と
な
る
経
済
学
的
範
疇
」
1
1
「
そ
の
具
体
的
・
歴
史
的
形
態
に
お
け
る
、
、
、
生
産
物
」
と
、
「
所
与
の
構
成
体
の
も
っ
と
も
深
い
経
済
的
特
質
を
表
現
す
る
」
、
「
基
本
的
経
済
形
態
」
あ
る
い
は
範
疇
1
1
一
定
の
「
生
産
物
部
分
」
と
の
関
連
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
点
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
な
ぜ
価
値
法
則
で
は
な
く
剰
余
価
値
法
則
が
甚
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
か
、
の
論
拠
を
明
確
に
し
め
し
う
る
方
法
論
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
法
論
が
、
社
会
・
共
産
主
義
経
済
に
ど
の
よ
う
に
首
尾
よ
く
適
用
さ
れ
う
る
か
は
、
の
ち
の
節
で
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
経
済
法
則
が
表
現
す
る
、
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
で
基
本
的
な
側
面
•
本
質
、
す
な
わ
ち
基
本
的
生
産
関
係
を
ど
こ
に
も
と
め
る
か
、
に
か
ん
し
て
は
、
諸
論
者
の
見
解
は
以
上
の
よ
う
に
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
•
‘
 
つ
い
で
、
こ
の
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、
基
本
的
経
済
法
則
と
基
本
的
矛
盾
と
の
関
係
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
現
在
、
基
本
的
経
済
法
則
と
基
本
的
矛
盾
と
の
「
直
接
的
な
、
き
り
は
な
せ
な
い
連
関
」
が
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
矛
盾
は
基
本
的
経
済
法
則
の
「
内
的
矛
盾
」
で
あ
り
、
基
本
的
経
済
法
則
は
、
「
甚
本
的
矛
盾
を
反
映
す
る
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
甚
本
的
矛
盾
な
る
概
念
は
敵
対
的
社
会
構
成
体
に
の
み
固
有
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
社
会
主
義
の
も
と
で
は
そ
れ
は
存
在
せ
ず
、
し
た
、
~
ヽ
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
経
済
法
則
が
つ
ね
に
な
に
か
ひ
と
つ
の
「
基
本
的
」
矛
盾
を
内
的
矛
盾
と
し
て
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
g
 
い
、
と
い
う
少
数
意
見
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
要
な
第
一
の
問
題
は
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
矛
盾
を
い
か
な
る
根
拠
で
基
本
的
矛
盾
と
み
な
す
か
、
と
●
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
、
そ
の
よ
う
な
基
本
的
矛
盾
が
い
か
な
る
論
拠
で
基
本
的
経
済
法
則
の
内
的
矛
盾
と
み
な
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
第
二
の
問
題
と
な
る
。
さ
し
あ
た
り
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
甚
本
的
経
済
法
則
と
基
本
的
矛
盾
、
、
、
の
一
般
的
関
係
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ら
な
い「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
四
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
矛
盾
は
、
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
矛
盾
一
般
の
存
在
を
肯
定
し
な
が
ら
基
本
的
矛
盾
の
存
在
だ
け
を
否
定
す
る
の
は
首
尾
一
貫
し
な
い
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
一
般
に
、
ど
の
よ
う
な
矛
盾
が
基
本
的
矛
盾
と
み
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
の
論
者
が
、
基
本
的
矛
盾
を
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
一
般
的
矛
盾
が
所
与
の
社
会
構
成
体
で
と
る
具
体
的
な
表
現
形
態
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
共
通
な
基
礎
の
上
に
、
諸
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
と
考
え
あ
る
論
者
は
‘
資
本
主
義
の
場
合
を
例
外
と
し
て
、
(
[
1
3
]
）
、
あ
る
論
者
は
、
生
産
と
欲
望
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
み
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
と
考
え
(
[
1
2
]
）、
あ
る
論
者
は
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
そ
の
も
の
が
す
べ
て
の
描
成
体
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
っ
て
、
生
産
と
欲
望
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
生
産
様
式
に
と
っ
て
は
内
的
矛
盾
で
な
く
外
的
矛
盾
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
と
欲
望
（
消
費
）
と
の
矛
盾
が
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
の
所
与
の
構
成
体
の
も
と
で
の
具
体
的
な
存
在
形
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
、
と
す
る
論
拠
は
十
分
に
成
立
し
な
い
、
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
と
生
産
と
欲
望
（
消
費
）
の
矛
盾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
根
拠
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
構
成
体
に
存
在
す
る
、
一
般
的
な
、
央
、
、
、
、
、
、
、
、
、
通
的
な
矛
盾
で
あ
る
と
同
時
に
、
特
定
の
構
成
体
の
も
と
で
は
そ
れ
に
特
有
な
矛
盾
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
蜘
軒
Q
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
を
も
っ
ば
ら
共
通
な
矛
盾
と
し
て
の
み
あ
っ
か
い
、
生
産
と
欲
望
（
消
費
）
の
矛
盾
を
も
っ
ば
ら
特
有
な
矛
盾
と
し
て
あ
っ
か
い
、
そ
の
上
で
両
者
を
関
連
｀
つ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
さ
に
、
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
1
1
生
産
の
社
会
的
性
格
と
取
得
の
資
本
主
義
的
形
態
と
の
矛
盾
は
、
資
本
主
義
的
な
具
体
的
特
有
性
に
お
け
る
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
一
般
化
す
れ
ば
、
基
本
的
矛
盾
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
体
に
特
有
な
矛
盾
と
し
て
の
具
体
的
存
在
に
お
け
る
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
構
成
体
に
一
律
的
に
で
な
く
、
各
構
成
体
で
独
自
に
そ
の
存
在
を
迫
求
さ
生
産
と
欲
望
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
、
、
、
、
、
、
、
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
所
与
の
社
会
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
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長
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四
五
、、
o.‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
っ
て
た
だ
ち
に
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
、
し
た
が
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
が
表
現
す
る
基
本
的
生
産
関
係
に
内
在
す
る
も
っ
と
も
ヽ
主
要
な
矛
盾
、
す
な
わ
ち
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
に
は
、
経
済
諸
法
則
の
体
系
の
な
か
で
基
本
的
な
も
の
と
、
構
成
体
の
矛
盾
の
体
系
の
な
か
で
基
本
的
な
も
の
と
が
、
ま
っ
た
く
無
媒
介
に
結
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
1
1
剰
余
価
値
法
則
と
資
本
主
義
の
前
記
の
基
本
的
矛
盾
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
無
媒
介
に
、
直
接
的
に
、
後
者
が
前
者
の
「
内
的
矛
盾
」
で
あ
る
と
し
て
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
剰
余
価
値
法
則
は
、
生
産
手
段
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
資
本
主
義
に
特
有
な
基
本
的
生
産
関
係
を
、
剰
余
価
値
生
産
と
い
う
も
っ
と
も
特
徴
的
な
直
接
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
結
果
に
お
い
て
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
基
本
的
生
産
関
係
の
直
接
の
内
的
矛
盾
は
、
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
、
、
、
、
Bn④
ト
の
対
立
（
傍
点
ー
原
文
）
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
の
「
対
立
」
を
、
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
そ
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ol@
も
の
で
あ
る
「
社
会
的
生
産
と
資
本
主
義
的
取
得
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
、
…
…
あ
か
る
み
に
で
た
（
傍
点
—
原
文
）
」
も
の
、
あ
る
い
は
ono 
そ
れ
の
運
動
の
一
「
現
象
形
態
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
現
象
形
態
」
は
単
な
る
「
現
象
形
態
」
以
上
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
わ
れ
わ
れ
に
は
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ば
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
の
具
体
的
存
在
形
態
、
、
、
、
、
、
、
、
で
あ
る
資
本
主
義
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
が
、
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
哭
な
矛
盾
1
1
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
と
し
て
「
現
象
」
し
た
「
転
化
形
態
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
剰
余
価
値
法
則
が
直
接
に
そ
の
内
的
矛
盾
と
す
る
の
は
基
本
的
矛
盾
そ
れ
自
体
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
矛
盾
1
1
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
す
で
に
検
討
し
た
基
本
的
経
済
法
則
一
般
の
概
念
に
完
全
に
照
応
し
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
を
基
本
的
経
済
法
則
と
基
本
的
矛
盾
の
一
般
的
関
係
の
理
解
に
適
用
す
る
こ
と
は
十
分
に
根
拠
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
基
本
的
経
済
法
則
は
、
以
上
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
基
本
的
矛
盾
、
す
な
わ
ち
基
本
的
経
済
矛
盾
を
そ
の
内
的
矛
盾
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
、
ひ
い
て
は
生
産
様
式
の
発
展
の
起
動
力
で
あ
る
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
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展
の
起
動
力
を
し
め
し
、
そ
れ
ら
の
基
本
な
発
展
方
向
・
路
線
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
な
か
に
こ
そ
、
他
の
経
済
諸
法
畠
則
に
た
い
す
る
基
本
的
経
済
法
則
の
規
定
的
。
主
導
的
役
割
の
源
泉
が
あ
る
。
[
1
]
、
邦
訳
、
四
六
l
五
一
ペ
ー
ジ
。
だ
が
、
「
現
代
資
本
主
義
」
に
独
自
な
基
本
的
経
済
法
則
の
存
在
を
資
本
主
義
の
そ
れ
と
な
ら
ん
で
認
め
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
単
数
命
題
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、
こ
の
欠
陥
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
[
5
]
⑱
C
T
p
.
 
1
7
,
 
3
1
,
 
45, 
;§ 
C
T
p
.
 
20, 3
4
`
4
8
,
 
[
1
4
]
C
T
p
.
 2
1
,
 3
1
,
 3
9
.
 
[
2
9
]
C
T
p
.
 2
1
,
 
3
1
,
 
3
9
.
 
il/Il版
か
J
苺
呼
し
て
完
心
式
は
た
ク
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
第
四
版
に
お
い
て
、
前
資
本
主
義
社
会
構
成
体
に
つ
い
て
、
そ
の
「
基
本
的
経
済
法
則
」
な
る
用
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
[
4
0
]
C
T
p
.
1
9
~
5
0
)
。
[
7
]
C
T
p
.
 1
7
0
,
 
[
1
5
]
C
T
p
.
 6
6
~
6
7
,
 
[
2
4
]
C
T
p
.
 1
1
1
,
 
[
3
5
]
を
み
よ
。
[
2
4
]
C
T
p
.
 1
1
6
~
1
1
7
,
 
[
4
2
]
C
T
p
.
 1
0
0
 ~
み
よ
。
[
7
]
C
T
p
.
 1
7
1
`
1
7
3
-
`
4
,
 
[
1
9
]
C
T
p
.
 1
3
1
,
 
[
2
1
]
C
T
p
.
 2
9
,
 
[
2
2
]
C
T
p
.
 1
1
1
~
1
1
2
,
 
[
3
0
]
C
T
p
.
 4
8
~
5
0
,
 
[
3
7
]
C
T
p
.
 1
0
9
~
 11
0
,
 
[
4
2
]
C
T
p
 
•• 
9
9
~
1
0
0
,
を
み
よ
。
[
8
]
3
p
.
 1
1
0
~
1
1
1
,
 
[
9
]
-
[
1
6
]
C
T
p
.
 1
1
3
~
1
1
4
,
 
[
3
6
]
C
T
p
.
 4
4
~
4
8
,
 ~
み
よ
。
[
8
]
C
T
p
.
 1
0
8
~
 10
9
.
な
お
、
つ
ぎ
の
個
所
を
み
よ
ー
[
9
]
C
T
p
.
2
9
,
 
[
2
6
]
C
T
p
.
 391・ 
[
7
]
C
T
p
.
 1
7
1
,
 
[
8
]
9
p
.
 1
1
0
~
1
1
1
,
 
[
1
5
]
C
T
p
.
 6
7
,
 
[
1
8
]
C
T
p
.
 1
2
5
,
 
[
1
9
]
C
T
p
.
 
1
3
1
,
 
茎
[
2
3
]
-
[
3
2
]
9
p
.
1
1
9
,
 
[
3
7
]
C
T
p
.
 1
0
8
~
 10
9
.
 
(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) ス
ク
ー
リ
ン
の
第
二
命
題
1
1
全
面
•
本
質
規
定
命
題
の
検
討
の
最
後
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
基
本
的
経
済
法
則
と
他
の
経
済
諸
法
則
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
い
ま
や
、
す
で
に
展
開
し
て
き
た
議
論
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
経
済
法
則
は
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
的
側
面
1
1
基
本
的
生
産
関
係
を
、
基
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
に
お
い
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
基
本
的
矛
盾
の
基
本
的
生
産
関
係
の
内
部
矛
盾
へ
の
転
化
形
態
で
あ
る
基
本
的
経
済
矛
盾
を
そ
の
内
部
矛
盾
と
し
て
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
と
生
産
様
式
の
発
註
山
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
[
2
0
]
9
p
.
 1
4
1
,
 
四
六
[
2
1
]
9
p
.
 3
1
,
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(29)(28) ⑨
[
2
1
]
C
T
p
.
 3
1
,
そ
の
他
、
[
2
0
]
C
T
p
.
1
4
3
,
 
皿
[
1
7
]
C
T
p
.
1
1
6
,
 
[
1
8
]
C
T
p
.
 
1
2
5
.
 
皿
[
2
1
]
C
T
p
.
2
9
,
お
よ
び
、
[
2
4
]
C
T
p
.
1
1
5
を
み
よ
。
⑫
⑬
閥
[
2
8
]
C
T
p
.
1
2
8
~
 13
6
,
 
C
T
p
.
 
1
0
6
,
 
8
2
~
8
3
,
 C
T
p
.
 
1
0
9
~
 11
0
.
 
⑮
⑱
K
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
、
邦
訳
、
国
民
文
庫
版
、
二
七
八
ー
ニ
九
四
ペ
ー
ジ
。
閻
[
4
2
]
C
T
p
.
1
0
0
.
ほ
か
に
、
[
5
8
]
C
T
p
.
1
3
9
~
 14
1
,
 
[
1
0
]
9
[
1
1
]
な
ど
を
み
よ
。
⑱
K
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
邦
訳
、
青
木
文
庫
版
、
③
五
五
五
l
五
五
六
ペ
ー
ジ
。
ほ
か
に
、
図
二
九
三
、
三
四
一
―
-
、
四
01
―
-
、
四
0
八、
四
五
九
、
五
0
七
ペ
ー
ジ
、
切
四
五
七
、
六
六
ニ
ペ
ー
ジ
、
⑨
三
五
四
、
三
六
三
、
三
六
五
ペ
ー
ジ
、
⑬
―
二
三
九
l
―
二
四
0
ペ
ー
ジ
な
ど
を
み
よ
。
⑲
同
右
、
②
三
八
五
ペ
ー
ジ
。
⑳
[
2
6
]
C
T
p
.
 
3
9
1
~
3
9
2
,
 
[
2
7
]
C
T
p
.
 1
4
~
1
5
,
 
[
2
8
]
C
T
p
.
 1
0
6
.
 
卿
四
[
3
7
]
C
T
p
.
1
0
4
~
 10
5
,
 
C
T
p
.
 
1
1
3
,
お
よ
び
C
T
p
.
1
0
2
,
 
C
T
p
.
 
1
1
0
、
1
1
1
,
1
1
4
,
l
s
!
みいよ。
《
B
o
n
p
.
q>HJI.
>
•No.
5
,
 
1
9
6
2
,
 
四
5}.
K
p
o
H
p
o
.
n
`
H
e
K
O
T
O
p
b
l
e
 
M
e
T
O
,
l
(
O
J
I
O
r
H
q
e
c
K
H
e
 
B
O
i
l
p
O
C
b
l
 
I
l
O
J
I
H
T
H
q
e
c
K
O
H
 
9
K
O
H
O
M
H
H
,
 
C
T
p
.
 4
0
~
4
1
.
お
よ
び
、
[
3
8
]
C
T
p
.
1
1
1
~
1
1
2
.
 
⑳
ス
ク
ー
リ
ン
は
、
「
⑥
生
産
手
段
の
所
有
の
諸
形
態
、
⑮
そ
れ
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
に
お
け
る
種
々
異
な
っ
た
社
会
的
諸
集
団
の
地
位
と
そ
れ
ら
諸
集
団
の
相
互
関
係
、
あ
る
い
は
、
…
…
『
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
相
互
交
換
』
、
c
そ
れ
ら
に
ま
っ
た
＜
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸
生
産
物
の
分
配
の
諸
形
態
，
一
を
、
「
生
産
諸
関
係
」
と
み
な
し
た
1
ー
[
1
]
邦
訳
、
八
六
l
八
七
ペ
ー
ジ
。
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
は
こ
の
命
題
を
批
判
し
て
い
る
[
3
8
]
C
T
p
.
1
1
1
.
 
四
⑳
K
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
青
木
文
庫
版
、
⑬
―
二
三
六
l
―
二
四
一
―
―
ペ
ー
ジ
。
四
K
・
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
序
説
」
、
邦
訳
、
『
経
済
学
批
判
』
前
出
、
二
八
九
ペ
ー
ジ
。
ま
た
「
ゴ
ー
ク
網
領
批
判
」
、
ソ
ニ
巻
選
集
』
、
大
月
書
店
、
第
二
巻
、
一
七
ペ
ー
ジ
を
み
よ
。
k・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
前
出
、
⑬
1
1
1
5
ペ
ー
ジ
。
K
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
、
前
出
、
九
ペ
ー
ジ
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
[
2
7
]
C
T
p
.
 1
5
1
,
 
1
5
6
~
1
5
7
,
 
[
3
6
]
C
T
p
.
 4
8
,
 
5
0
を
み
よ
。
四
七
邦
訳
『
マ
ル
・
ニ
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(39) (37) 閲 (35) (34)(33) (32) (31) (30) 
K
・
マ
ル
ク
ス
「
J
.
B
・
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
ヘ
の
手
紙
」
（
一
八
六
五
•
一
・
ニ
四
）
、
ニ
八
八
ペ
ー
ジ
。
K
・
マ
ル
ク
ス
『
哲
学
の
貧
困
』
、
邦
訳
、
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
大
月
書
店
第
四
巻
一
七
ニ
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
「
マ
ル
ク
ス
の
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
へ
の
手
紙
」
（
一
八
四
六
・
―
ニ
・
ニ
八
）
、
邦
訳
、
『
マ
ル
・
エ
ン
ニ
巻
選
集
』
、
前
出
、
第
二
巻
、
三
四
九
ペ
ー
ジ
を
み
よ
。
近
年
、
所
有
関
係
と
生
産
関
係
の
区
別
を
明
確
に
し
ょ
う
と
す
る
論
者
の
発
言
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
つ
ぎ
の
あ
・
の
を
み
よ
。
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問
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『
反
デ
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ー
リ
ン
グ
論
』
、
邦
訳
、
大
月
書
店
、
新
訳
研
究
版
、
④
、
＠
二
九
六
、
◎
二
九
八
ペ
ー
ジ
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
つ
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の
文
献
と
個
所
を
み
よ
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
邦
訳
『
マ
ル
・
エ
ン
ニ
巻
選
集
』
、
前
出
、
第
一
巻
四
八
233 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
討
し
、
問
題
の
所
在
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
。
手
段
説
に
批
判
的
あ
る
い
は
否
定
的
な
立
場
を
と
る
諸
論
者
の
見
解
を
、
そ
れ
に
反
論
す
る
人
び
と
の
見
解
と
絡
み
あ
わ
せ
な
が
ら
検
ま
た
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
も
、
本
節
で
は
、
前
節
で
す
で
に
若
干
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
、
社
会
構
成
体
の
甚
本
的
経
済
法
則
に
か
ん
す
る
ス
ク
ー
リ
ン
の
第
三
命
ヽ
題
1
1
目
的
・
手
段
命
題
に
改
め
て
焦
点
を
あ
わ
せ
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
考
察
し
よ
う
。
こ
の
目
的
・
手
段
説
に
依
拠
し
て
、
一
、
、
、
定
の
経
済
法
則
を
基
本
的
経
済
法
則
と
み
な
す
最
大
の
論
拠
を
、
そ
れ
が
所
与
の
構
成
体
に
お
け
る
生
産
の
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
と
の
連
関
を
表
現
し
て
い
る
点
に
も
と
め
、
そ
の
立
場
か
ら
甚
本
的
経
済
法
則
を
定
式
化
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
ソ
連
邦
で
長
ら
く
通
説
の
位
置
を
し
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
社
会
主
義
の
甚
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
、
フ
は
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
経
済
学
は
、
目
的
と
手
段
と
の
有
機
的
な
統
一
か
ら
出
発
し
て
は
じ
め
て
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
本
質
を
正
し
く
理
解
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
」
と
書
い
た
が
(
[
6
]
）
、
最
新
版
の
『
経
済
学
教
科
書
』
（
一
九
六
二
年
）
の
な
か
で
も
こ
う
書
か
れ
て
い
る
ー
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
本
質
を
表
現
す
る
…
…
（
そ
れ
は
）
社
会
主
義
生
産
の
目
的
と
そ
の
目
的
実
現
の
諸
方
法
と
を
規
定
す
る
が
故
に
、
社
会
主
義
生
産
様
式
の
発
山
展
法
則
で
あ
る
(
[
4
0
]
C
T
p
.
4
3
7
)
」
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ヌ
・
シ
リ
ャ
ー
ニ
フ
に
よ
る
問
題
提
起
（
一
九
五
八
年
）
以
来
、
こ
の
目
的
。
手
段
説
は
揺
ぎ
つ
つ
あ
る
。
現
に
、
前
記
『
経
済
学
教
科
書
』
で
は
、
以
前
の
諸
版
で
明
白
に
目
的
・
手
段
説
に
た
っ
て
定
式
さ
れ
て
い
た
資
本
主
義
以
前
の
諸
構
成
、
、
、
、
、
、
、
体
の
「
基
本
的
経
済
法
則
」
が
姿
を
消
し
て
、
代
り
に
、
「
発
展
の
起
動
力
」
、
発
展
の
「
基
礎
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
指
摘
さ
れ
、
3 ヽ
一
九
五
五
年
に
、
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
2
)
四
九
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
「
手
段
」
と
い
う
用
語
は
意
識
的
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
目
的
・
234 
ク
ス
は
な
ん
ど
も
「
目
的
」
に
言
及
し
つ
つ
も
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
疇
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
に
依
拠
し
て
い
る
部
分
(3p.6
3
)
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
Iレ
「
主
観
批
判
者
た
ち
の
見
解
に
は
、
二
つ
の
要
点
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
「
生
産
の
目
的
」
と
い
う
概
念
の
客
観
的
性
格
を
疑
う
か
あ
る
い
は
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
基
本
的
経
済
法
則
定
式
化
の
さ
い
の
不
可
欠
な
要
素
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
点
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
生
産
の
目
的
と
そ
の
達
成
手
段
と
の
連
関
の
な
か
に
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
重
要
な
本
質
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
い
う
見
解
を
固
執
す
る
こ
と
は
、
真
の
も
っ
と
も
重
要
な
本
質
を
正
し
い
場
所
に
お
い
て
発
見
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
、
と
す
る
点
で
あ
る。
第
一
の
要
点
を
め
ぐ
る
批
判
者
お
よ
び
反
論
者
の
諸
見
解
を
整
理
し
、
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
こ
の
点
で
の
最
初
の
批
判
者
で
あ
る
エ
ヌ
。
シ
リ
ャ
ー
ニ
フ
の
見
解
(
[
1
5
]
）
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
第
一
は
、
い
か
な
る
「
目
的
」
も
客
観
的
な
範
「
認
識
の
範
疇
」
で
あ
る
と
す
る
部
分
(
C
T
p
.
6
0
~
6
2
)
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
ぴ
と
の
目
的
が
客
観
的
現
実
に
よ
「
目
的
」
そ
の
も
の
は
つ
ね
に
「
認
識
の
契
機
」
、
「
認
識
っ
て
…
…
生
み
だ
さ
れ
る
と
い
う
命
題
は
無
条
件
に
正
し
い
」
と
は
い
え
、
の
範
疇
」
で
あ
り
、
ま
た
「
人
び
と
の
意
志
や
意
識
に
依
存
し
な
い
、
生
産
様
式
に
内
在
す
る
客
観
的
目
的
と
い
う
概
念
」
は
存
在
せ
し
た
が
っ
て
、
ず、的
、
観
念
的
な
誤
り
」
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
「
経
済
法
則
の
定
式
化
の
な
か
に
目
的
の
契
機
を
含
ま
せ
る
こ
と
は
…
…
法
則
の
主
観
化
で
あ
る
」
し
、
「
過
程
の
客
観
的
内
容
ー
ー
l
価
値
増
殖
ー
と
こ
の
内
容
の
資
本
家
の
意
識
へ
の
反
映
で
あ
る
主
観
的
目
的
と
を
区
別
し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
客
観
的
過
程
が
目
的
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
目
的
は
、
客
観
的
過
程
、
社
会
の
法
則
か
ら
だ
け
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
「
歴
史
に
お
け
る
主
観
的
要
因
の
役
割
」
を
軽
視
す
る
積
り
は
な
い
、
と
し
て
い
る
部
分
(
C
T
p
.
6
4
~
6
5
)
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
経
済
法
則
の
客
観
的
性
格
を
正
し
く
と
ら
え
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
第
一
義
的
な
意
味
を
も
っ
「
社
会
的
存
在
」
と
第
二
義
的
な
意
味
を
も
っ
「
社
会
的
意
識
」
と
の
無
区
別
を
清
算
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
か
な
り
の
人
び
と
の
支
持
を
え
た
。
五
〇
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れ
ら
は
、
ニ
ス
・
レ
メ
レ
フ
に
よ
れ
ば
(
[
2
1
]
3
p
.
29~30)
、
「
客
観
的
目
的
」
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
「
社
会
的
生
産
に
た
い
す
る
人
び
と
の
目
的
が
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
に
客
観
的
基
礎
を
も
っ
て
い
る
」
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
や
は
り
「
主
観
的
要
因
、
認
識
の
要
素
で
あ
っ
て
、
目
的
（
任
務
）
は
、
基
本
的
経
済
法
則
の
基
礎
に
あ
る
要
素
、
核
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
ま
た
、
ベ
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ロ
フ
に
よ
れ
ば
(
[
2
2
]
C
T
p
.
117~119)
、
「
生
産
に
お
け
る
人
ぴ
と
の
目
的
」
あ
る
い
は
「
生
産
の
目
的
」
は
、
「
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
生
産
様
式
発
展
の
起
動
力
」
1
1
「
客
観
的
な
範
疇
」
の
意
識
に
お
け
る
「
反
映
」
に
す
ぎ
ず
、
「
生
産
の
目
的
が
客
観
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
そ
れ
自
身
正
し
い
命
題
は
、
「
生
産
の
目
的
」
は
つ
ね
に
「
主
観
的
範
疇
」
で
あ
っ
て
「
客
観
的
範
疇
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
く
つ
が
え
さ
な
い
、
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
見
解
は
、
さ
ら
に
幾
人
か
の
論
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
袖
批
判
者
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
見
解
に
た
い
し
て
、
目
的
・
手
段
説
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
多
く
の
反
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
つ
ぎ
の
四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
点
は
、
自
然
の
法
則
と
経
済
法
則
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
せ
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
そ
の
客
観
的
性
格
を
損
な
わ
な
い
、
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
済
諸
法
則
は
自
然
成
長
的
に
も
認
識
さ
れ
た
必
然
性
と
し
て
も
作
用
す
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
そ
れ
ら
の
自
動
的
作
用
な
る
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
自
然
の
諸
法
則
の
よ
う
に
、
意
志
と
意
識
を
も
っ
た
人
び
と
の
活
動
な
し
に
は
作
用
し
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
、
経
済
諸
法
則
の
客
観
的
性
格
を
な
く
し
は
し
な
い
」
。
と
の
…
…
合
目
的
的
活
動
の
結
果
と
し
て
の
み
実
現
さ
れ
る
」
第
二
点
は
、
「
生
産
の
目
的
」
は
、
生
産
諸
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
客
観
的
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
に
表
現
さ
れ
た
生
産
の
目
的
が
客
観
的
な
も
の
と
し
て
と
ど
ま
る
の
は
、
生
産
諸
関
係
が
そ
の
源
泉
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
た
と
え
ば
、
「
意
識
「
経
済
諸
法
則
は
…
…
人
ぴ
(
[
1
6
]
9
p
.
 
1
0)
、
と
い
う
こ
と
が
、
論
拠
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
た
、
こ
こ
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
ー
ー
「
経
「
生
産
の
目
的
」
を
経
済
法
則
の
定
式
化
に
含
ま
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疇
で
あ
る
(
[
3
0
]
C
T
p
.
5
5
)
」、
と
い
わ
れ
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
日
（
長
砂
）
で
「
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
個
々
人
の
主
観
的
目
的
や
志
向
で
は
な
く
、
所
与
の
社
会
の
生
産
諸
関
係
に
よ
っ
て
客
観
的
に
条
件
づ
、
、
、
、
、
、
、
、
け
ら
れ
た
社
会
的
生
産
の
目
的
で
あ
る
。
主
観
的
な
諸
目
的
と
志
向
は
こ
の
目
的
を
反
映
す
る
に
す
ぎ
な
い
14 
る
。
第
三
点
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
主
義
「
生
産
の
目
的
」
を
語
る
さ
い
に
は
、
た
、
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
論
者
は
、
『
資
本
論
』
の
な
か
か
ら
シ
リ
ャ
ー
ニ
フ
と
同
一
の
文
章
ー
「
こ
の
運
動
の
意
識
的
担
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
当
者
と
し
て
、
貨
幣
所
有
者
は
資
本
家
と
な
る
。
…
…
か
の
流
通
の
客
観
的
内
容
—
|
価
値
の
増
殖
ー
|
が
彼
の
主
観
的
目
的
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
抽
象
的
富
の
逓
増
的
取
得
が
彼
の
操
作
の
唯
一
の
推
進
的
動
機
た
る
か
ぎ
り
で
の
み
、
資
本
家
と
し
て
、
ま
た
は
人
格
化
、
、
、
さ
れ
た
！
~
意
志
と
意
識
と
を
与
え
ら
れ
た
ー
資
本
と
し
て
、
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
使
用
価
値
は
け
っ
し
て
、
資
本
家
の
直
接
的
目
的
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
結
論
を
く
だ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
の
べ
て
い
る
、
「
過
程
の
客
観
的
内
容
は
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
生
産
の
客
観
的
目
的
を
な
す
の
囮
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
資
本
家
た
ち
の
主
観
的
な
諸
目
的
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
第
四
点
は
、
「
生
産
の
目
的
」
を
人
ぴ
と
の
目
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
（
傍
点
ー
原
文
）
」
ー
—
を
引
用
し
な
が
ら
、
シ
リ
ャ
ー
エ
フ
と
は
ま
っ
た
く
反
対
の
的
一
般
か
ら
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
客
蜆
的
性
格
を
し
め
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
(
[
8
]
3
p
.
1
2
1
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
~
1
2
2
)
「
生
産
の
目
的
は
、
他
の
目
的
と
お
な
じ
よ
う
に
、
人
び
と
の
意
識
さ
れ
た
志
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
は
い
え
、
「
生
産
の
目
的
と
い
う
概
念
…
…
は
、
目
的
一
般
の
概
念
と
は
根
本
か
ら
異
な
る
」
の
で
あ
り
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
生
産
、、
の
目
的
を
…
…
各
社
会
構
成
体
に
お
い
て
財
貨
の
生
産
が
そ
れ
に
直
接
的
に
従
属
し
て
い
る
も
の
、
と
解
し
て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
「
生
産
の
目
的
…
…
そ
れ
は
、
生
産
発
展
の
基
本
的
動
機
、
主
要
な
原
動
力
を
反
映
す
る
、
客
観
的
世
界
の
範
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
の
論
争
を
以
下
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
「
客
観
的
範
疇
」
と
「
主
観
的
範
疇
」
の
意
味
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
範
疇
は
「
認
識
の
範
疇
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
客
観
的
範
疇
」
と
対
立
さ
せ
る
こ
と
も
、
つ
ね
に
、
そ
の
客
観
的
性
格
を
念
頭
に
お
い
て
い
（
傍
点
ー
原
文
）
」
の
で
あ
五
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だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
主
観
的
範
疇
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
も
、
と
も
に
誤
り
で
あ
る
。
科
学
的
認
識
の
領
域
が
人
び
と
の
意
志
と
意
識
に
か
か
わ
り
な
く
生
じ
て
い
る
客
観
的
な
過
程
で
あ
る
場
合
に
「
客
観
的
」
範
疇
が
、
科
学
的
認
識
の
領
域
が
人
び
と
の
意
志
と
意
識
に
直
接
に
依
存
し
て
生
じ
て
い
る
過
程
で
あ
る
場
合
に
「
主
観
的
」
範
疇
が
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
こ
で
の
「
主
観
的
」
は
、
け
っ
し
て
「
恣
意
的
」
と
同
義
で
な
い
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
目
的
・
手
段
命
題
の
批
判
者
た
ち
が
、
目
的
は
す
べ
て
「
主
観
的
」
範
疇
に
か
ぎ
ら
れ
、
そ
れ
は
、
そ
れ
自
身
け
っ
し
て
目
的
と
は
い
え
な
い
「
客
観
的
」
範
疇
の
意
識
へ
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
、
目
的
・
手
段
命
題
擁
護
者
が
、
目
的
に
は
「
客
観
的
」
範
疇
(1
客
観
的
目
的
）
も
「
主
観
的
」
範
疇
(1
主
観
的
目
的
）
も
あ
り
、
し
か
も
後
者
は
前
者
の
意
識
へ
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
と
者
え
て
い
る
こ
と
と
の
ち
が
い
の
真
意
を
正
確
に
と
ら
え
る
上
で
必
要
で
あ
る
。
批
判
者
も
擁
護
者
も
、
目
的
が
「
客
観
的
に
条
件
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
O
O
'
b
e
K
T
H
B
H
a
H
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
批
判
者
に
あ
っ
て
は
、
客
観
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
「
主
観
的
」
範
疇
(1
主
観
的
目
的
）
で
あ
り
、
条
件
づ
け
て
い
る
の
は
、
生
産
諸
関
係
の
特
定
の
連
関
形
態
・
契
機
お
よ
び
そ
の
現
論
的
表
現
た
る
「
客
観
的
」
範
疇
で
あ
る
、
と
い
う
「
単
純
な
」
二
重
構
造
で
事
態
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
擁
護
者
に
あ
っ
て
は
、
客
銅
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
「
客
観
的
」
範
疇
(1
客
観
的
目
的
）
で
あ
り
、
条
件
づ
け
て
い
る
の
は
一
定
の
生
産
諸
関
係
で
あ
る
、
と
す
る
点
に
力
点
が
お
か
れ
、
そ
の
上
に
、
「
主
観
的
」
範
疇
(1
主
観
的
目
的
）
が
「
客
観
的
」
範
疇
(1
客
観
的
目
的
）
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
つ
け
く
わ
え
ら
れ
る
と
い
う
、
「
複
雑
な
」
三
重
構
造
で
事
態
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
生
産
の
目
的
が
客
観
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
、
こ
の
目
的
を
生
産
諸
関
係
か
ら
切
り
離
し
、
そ
れ
に
純
粋
な
主
観
的
性
格
を
附
与
す
る
こ
と
は
誤
り
(
[
4
0
]
C
T
p
.
437)
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
擁
護
者
の
側
か
ら
す
る
批
判
者
へ
の
反
論
は
、
的
を
射
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
客
観
的
な
生
産
諸
関
係
と
人
び
と
の
主
観
的
目
的
と
の
あ
い
だ
に
「
生
産
の
目
的
」
と
い
う
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
五
0
6
y
c
n
0
B
J
i
e
H
H
g
T
b
)
」
を
認
め
て
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ち
の
立
脚
基
盤
そ
の
も
の
を
押
し
な
が
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
「
客
観
的
目
的
」
の
観
点
か
ら
特
殊
な
「
客
観
的
目
的
」
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
に
つ
い
て
、
擁
護
者
は
説
得
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
「
生
産
の
目
的
」
が
目
的
一
般
と
は
異
な
る
こ
と
を
擁
護
者
が
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
「
生
産
の
目
的
」
は
、
批
判
者
の
い
う
生
産
諸
関
係
の
な
か
の
特
定
の
連
関
形
態
・
契
機
、
そ
の
理
論
的
表
現
た
る
客
観
的
範
疇
そ
の
も
の
に
接
近
す
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、
擁
護
者
の
図
式
は
批
判
者
の
図
式
に
接
近
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
諸
関
係
の
変
化
と
と
も
に
変
化
す
る
と
い
う
意
味
で
「
生
産
の
目
的
」
が
客
観
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
諸
関
係
の
い
か
な
る
具
体
的
な
契
機
と
直
接
に
関
連
し
て
い
る
か
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
剰
余
価
値
が
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
客
観
的
」
範
疇
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
基
本
的
連
関
1
1
基
本
的
生
産
関
係
の
理
論
的
表
現
で
あ
り
、
そ
の
資
本
家
た
ち
の
意
識
へ
の
反
映
が
彼
ら
の
「
主
観
的
目
的
」
と
な
り
「
推
進
的
動
機
」
と
な
る
。
こ
の
間
に
、
な
に
か
「
客
観
的
目
的
」
な
る
も
の
を
介
在
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
ほ
、
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
し
て
、
基
本
的
経
済
法
則
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
基
本
的
生
産
関
係
そ
の
も
の
の
次
元
に
お
い
て
、
そ
の
理
論
ヽ
的
表
現
た
る
経
済
学
的
範
疇
1
1
「
客
観
的
」
範
疇
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
擁
護
者
が
論
拠
と
し
て
い
る
経
済
法
則
の
自
然
法
則
と
の
ち
が
い
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
こ
の
ち
が
い
に
つ
い
て
の
指
摘
そ
の
も
の
ヽ
は
正
し
い
と
は
い
え
、
経
済
法
則
の
定
式
化
は
経
済
法
則
の
客
観
的
存
在
の
次
元
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
作
用
の
次
元
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
「
客
観
的
目
的
」
が
経
済
法
則
の
作
用
の
特
質
に
照
応
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
法
則
に
つ
い
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
客
観
的
目
的
」
が
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、
首
尾
一
貫
す
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
経
済
法
則
を
目
的
・
手
段
命
題
に
よ
っ
て
定
式
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
目
的
・
手
段
命
題
は
も
は
や
基
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
の
固
有
の
命
題
で
は
な
く
な
る
、
と
い
う
形
で
、
擁
護
者
た
「
生
産
の
目
的
」
が
所
与
の
生
産
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
五
四
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ば
な
ら
な
い
。
日
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
え
る
。 こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
の
点
か
ら
検
討
し
て
も
、
甚
本
的
経
済
法
則
に
か
ん
す
る
目
的
・
手
段
命
題
は
正
し
く
な
い
、
と
考
そ
れ
は
、
共
産
主
義
構
成
体
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
、
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
で
あ
る
。
る。 剰
余
価
値
法
則
以
外
の
諸
法
則
の
定
式
化
に
「
専
念
」
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
＜
明
ら
か
で
あ
る
。
五
五
以
上
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
目
的
・
手
段
命
題
批
判
者
た
ち
の
見
解
の
第
一
の
要
点
を
め
ぐ
る
主
要
な
諸
問
題
を
検
討
し
つ
く
し
た
、
と
考
え
る
。
批
判
者
た
ち
と
擁
護
者
た
ち
の
個
々
の
副
次
的
な
見
解
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
目
的
・
手
段
命
題
批
判
者
の
立
場
に
た
つ
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
目
的
・
手
段
命
題
の
批
判
者
た
ち
の
見
解
の
第
一
の
要
点
が
も
っ
ば
ら
「
目
的
」
の
客
観
的
性
格
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
二
の
要
点
は
、
「
目
的
」
と
「
手
段
」
の
連
関
が
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
を
し
め
さ
な
い
、
と
す
る
点
に
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ほ
、
す
で
に
前
節
に
お
い
て
、
全
面
•
本
質
規
定
命
題
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
さ
い
に
く
わ
し
く
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
く
り
か
え
さ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
改
め
て
指
摘
す
べ
き
は
、
こ
の
点
で
目
的
・
手
段
命
題
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
擁
護
者
た
ち
の
各
種
の
試
み
は
応
功
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
逆
に
、
目
的
・
手
段
命
題
に
批
判
的
あ
る
い
は
否
定
的
立
場
に
た
つ
諸
論
者
が
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
本
質
の
在
り
か
に
迫
り
う
る
方
法
論
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
を
正
し
く
と
ら
え
る
た
め
の
方
法
論
的
出
発
点
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
240 
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国
い
て
）
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
の
基
本
的
発
展
方
向
、
推
進
力
を
し
め
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四 国
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
H
（
長
砂
）
口
共
産
主
義
的
構
成
体
に
は
基
体
的
経
済
法
則
は
―
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
発
現
形
態
は
、
発
展
段
階
を
異
に
す
る
（
社
会
主
義
段
階
と
共
産
主
義
段
階
）
に
し
た
が
っ
て
同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
社
会
的
生
産
の
寵
接
的
生
産
過
程
に
お
い
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
共
産
主
義
的
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
を
（
そ
の
生
産
諸
関
係
内
部
の
矛
盾
へ
の
転
化
形
態
1
1
基
本
的
経
済
矛
盾
に
お
そ
れ
は
、
基
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
で
定
式
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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